
  

 

 

 

ODA予算の一部が十分
に有効活用されてい
ない可能性がある

専門家の派遣が、受入先の機関やある
いは当該分野・セクターにとり、十分
に効果を上げていない（相手側の重要
な問題が解決されない、重要な課題が

実現されない）場合がある

相手のニーズに合った
分野・専門性と技術力
のある専門家が派遣さ
れていない場合がある

語学力や異文化対応
力・社会性などの面で派
遣される専門家の資質が

不十分な場合がある

日本側での専門家の派
遣準備が十分になされ

ていない

B1フォームの内容
自体が、専門家候
補者の適否を審査
するには不十分で

ある

A1フォームに書
かれている業務
内容が明確では
なく、情報量が
不十分である

日本のODAが海外に
正当に評価されない
おそれが生じる

現行の派遣条件を与件と
した場合に需要に対する
十分な人材の供給がない

専門家派遣事業に関する問題系図

結果

原因

専門家本人ではなく、専門
家を取り巻く環境の問題

中心問題

受入機関側で専門家の
十分な受入体制が整っ
ていない場合がある

B1フォームの受入機関
への到着が専門家の赴
任に近すぎ、相手側が
事実上専門家の適否を

審査できない

専門家の選考が
十二分に行われ

ていない

専門家及び相手側に具体
的な成果実現のモチベー
ションあるいは成果実現
のための計画性が不足し

ている

C/Pも参加した形
での専門家派遣
事業のモニタリ
ング・システム

がない

専門家派遣事業の
目標管理が制度化
されていない

専門家事業の評価・モニ
タリングの問題

出所：聞き取り調査・質問票調
査に基づきICNetで作成


